
Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

『宗教研 究』86巻 4輯 （2013年）第 8 部会

「

大
逆
」

の

僧

二
咼

木
顕
明
の

往
還一
一

回
向
理
解
に

つ

い

て

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

菱
木

　
政
晴

　
一
　

往
還
二

回
向
論
の

系
譜

　

大
逆

事
件
に

連
座
さ

せ

ら

れ

て

獄
死
し
た

高
木
顕

明
は

『

余
が
社

会
主

義
』

と
い

う
四

〇

〇

Q
字
程
度
の
一

文
を

残
し
て

い

る
。

　

往
還
二

回

向
と
は
、

親
鸞
（

＝

七
三

−
一

二

六

二
）

の

『

教
行

信

証
』

な
ど
で

展
開
さ
れ

る

真
宗
教
学
の

根
本
概
念
の

ひ

と
つ

で

あ
る

。

親

鸞
は

、

こ

の

概
念
を、

天

親
（

世
親）

の

『

浄
土
論
』

の

注
釈
書
で

あ
る

曇
鸞
（

四

七

六
−

五

四

二
）

の

『

浄
土

論
註
』

か
ら

獲
得
し

た
。

　

親
鸞
の

往
還
二

回
向
と

は
、

衆
生
が

浄
土

に

往
生

す
る

相
（
11

す
が
た
）

「

往

相
」

と
浄
土

か
ら
還
っ

て

他
者
を
利

他
教
化
す
る

相
「

還
相
」

の

二

つ

の

は

た

ら

き
が
、

と

も
に

浄
土
を

建
立

し
た

阿
弥
陀
如
来
の

本
願
力
回

向
、

す
な
わ

ち、

他
力
回
向
に
よ

る

と
い

う
思
想
で

あ
る

。

仏
教
は

、

神

な
ど
の

超
越
者
に

よ

っ

て

救
済
さ
れ

る

こ

と

を
目
的
と

す
る

宗
教
で

は

な

く
、

自
ら
目

覚
め、

他
者
を
教
化
す
る

こ

と
を

目
的
と

す
る

宗
教
で

あ
る

。

前
者
を

自
利、

後
者
を

利
他
と

称
し
、

仏
教
は

自
利
利
他
円
満
の

宗
教
で

あ
る

と
い

う
こ

と

も
で

き
る

。

浄
土

真
宗
も
仏
教
で

あ
る
か
ら
に

は
、

単

な
る

救
済
宗
教
で

は

な
い

の

で
、

衆
生

自
ら
が

浄
土
往
生
す
る
だ

け
で

な

く、

浄
土
か
ら

娑
婆
世

界
に
還
っ

て

他
者
を
利

他
教
化
す
る

と
い

う
す
が

た
を
と

る
こ

と
は

当
然
の

こ

と
で

あ
る

。

と
こ

ろ

が、

他
力
と
い

う
概
念

と

衆
生
が
自
ら

他
の

衆
生
（
他
者）

を
利
他
教

化
す
る

と
い

う
こ

と
に

違

和
感
を
感
ず
る
か
ら
な
の

か、

あ
る

い

は

ま
た

、

教
化
は

本
願

寺
当
主
の

み
の

専
権
と

す
る

教
団

秩
序
へ

の

配

慮
の

せ

い

か
、

二

相
が
（
と

り
わ

け、

還
相
が）

衆
生
の

現
実
の

す
が
た

で

あ
る

と

考
え
る

こ

と
に

対
し
て

抵
抗
が
あ
る

。

こ

の

教

学
的
混
乱
（

？
）

の

ひ
と
つ

の

原

因
は

、

天

親
（
世

親）

の

『

浄
土

論
』

に

お

い

て

は
、

自
利
・

利
他
が
と
も
に

衆
生
（
菩
薩）

の

実
践
（
具

体
的
に

は
、

五

念

門
・

五

功
徳
門）

と
し
て

語
ら
れ

て

い

る

の

に

対
し
て、

『

論
註
』

で

は
、

第
五

回
向
門、

園
林
遊

戯
地

門
の

み

が
、

衆
生
で

は
な

く
阿

弥
陀
如

来
に

帰
せ

ら

れ
て

い

る
か
の

ご

と

く
に

表
現
さ

れ
て

い

る

こ

と
に

あ
る

。

親
鸞
は

『

証
巻
』

の

還

相
回

向
解
釈
に

お

い

て

こ

の

矛
盾
を

解
決
し

て

い

る

と

思
わ

れ

る
。

こ

れ
は

、

香
月
院
深
励
な
ど

に

よ

る

伝
統
的
解
釈
に

お
い

て

も
踏
襲
さ
れ

て

い

る
。

　
二

　
高
木
顕
明
の

往
還
二

回
向
理
解

　
『

余
が

社
会
主

義
』

に、

直
接
に
往
還
二

回
向
と
い

う
言
葉
は

登
場
し

な
い

。

し
か

し、

つ

ぎ
の

よ

う
な
言
葉
に
よ

っ

て

彼
が

往
還
二

回
向
を
ど

の

よ

う
に

考
え
て

い

た
か

を

推
し

量
る

こ

と

が

で

き
る
。

第
三

章
「

社

会
」

で

は
、

「

弥

陀
と

違
は
ん

通
力
を

得
て
、

佛
心
者

大
慈
悲
是
な
り
と

云

ふ

心
に
成
っ

て
、

他
方
国
土

へ

飛
び

出
し
て

有
縁
々

々

の

人
々

を
済

度

す
る
に

間
隙
の

な
い

身
と

な
る

故
二

極
楽
と

云

ふ
」

と

あ
る

。

他
方
国
土

へ

飛
び

出
す、

す
な
わ

ち、

還
相
す
る
の

は
衆
生

自
ら

で

あ
る
こ

と
が

示

さ
れ
て

い

る
し、

「

眞
二

極
楽
土
と
は

社
会
主

義
が

実
行
せ
ら

れ

て

あ
る

。

依
而

余
は
非
開
戦
論
者
で

あ
る

。

戦
争
は

極
楽
の

分
人
の

成
す

事
で

無
い

と

思
ふ

て

居
る
」

と
し
て
、

自
分
が
こ

の

現
実
社
会
で

非
戦
論

者
で

あ
る

の

は
、

自
ら
が
浄
土
往
生
し
て

極
楽
の

分
人
・

人
数
と

な
っ

た
（
往
相
し

た
）

か
ら

だ
と

し
て

い

る
。

ま
た
、

最

終
章
「

実

務
行

為
」

に

お

い

て

は
、

「

此
の

闇
黒
の

世

界
に

立
ち
て

救
ひ

の

光
明
と

平
和
と

幸
福
を
傳

道

す
る

は

我
々

の

大
任
務
を

果
す
の

で

あ
る

。

（
中

略）

諸
君

願
く
は
我

等

と

共
二

此
の

南
無
阿
弥

陀
仏
を
唱
へ

て

生

存
競
争
の

念
を

離
れ

共
同
生

活

の

為
め

に

奮

励
せ
よ

。

何
と

な
れ

ば
此
の

南
無
阿
弥
陀
仏
を

唱
ふ

る

人
は

極
楽
の

人

数
な
れ

ば
な

り
」

と

あ
っ

て
、

わ

れ

わ
れ

自
身
が

利
他
教
化
の
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大
任
務
を
果
た
す
の

だ
と
い

う
決
意
が

示
さ

れ
て

い

る
。

す
な
わ
ち

、

弥

陀
の

他

力
回
向
を

根
拠
と
し
て

、

衆
生

自
ら

が

自
利

利
他
円

満
の

仏
道
を

主

体
的
に

歩
む
形
に

な
っ

て

い

る
。

　
こ

う
し
て、

浄
土
真

宗
は
、

わ
れ
わ
れ

普
通
の

人

間
自
身
の

実
践
に

よ

っ

て
、

「

念

佛
に

意
義
の

あ
ら
ん

限

り
心
零
上
よ

り
進
で

社

会
制
度
を

根

本
的
に
｝

変
す
る

」

も
の

、

す
な
わ
ち

、

宗
教
で

あ
る

と
同

時
に

社
会
主

義
で

も
あ
る
も
の

と
な
っ

て

現
代
に

よ
み
が
え
っ

た
の

で

あ
る

。

斎
藤
茂
吉
と
浅
草
寺

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

小
泉

　
博
明

　
夙
慧
で

あ
っ

た

斎
藤

茂
吉
は

、

一

八
九
六
（
明
治
二

九）

八
月
に

上
山

尋
常
高
等
小
学
校
を
卒

業
す
る

と
郷
里
の

山
形

県
上

山
金
瓶
村
を
離
れ、

浅
草
三

筋
町
に
あ
る
養
父
紀
→

の

経
営
す
る
浅
草
病
院
へ

寄
寓
し
た

。

上

京
す
る

前
の

茂
吉
の

宗
教
的
な
原
風
景
を
考
察
す
る

に、

ま
ず
実
父
守
谷

熊
次
郎
（

後
に
伝
右
衛
門）

が
熊
野
三
山
や
蔵
王

山
に

対
す
る
信
仰
心
が

篤
く、

念
仏
信
者
で

も
あ
っ

た

こ

と
、

神
仏
習
合
的
な
色
彩
の

強
い

山
岳

信
仰
を

も
つ

山
形
県
の

風
土
に

育
っ

た
こ

と
、

さ

ら

に

金
瓶
村
宝
泉
寺
の

佐
原
窿
應
和
尚
の

薫
染
に

よ

り
浄
⊥

教
的
な
信
仰
心
が

醸
成
さ
れ

た
こ

と

で

あ
る
。

こ

の

よ

う
に

熱
心
な
念
仏
者
で

あ
る

父

と
、

山
岳
信
仰
の

宗
教

性
を
持
つ

山

形
県
の

風
土
と
、

菩
提
寺
の

佐
原
窿
應
の

薫
染
が

三

位
一

体

と

な
り、

茂
吉
の

血

と
な

り
肉
と

な
り、

茂
吉
に

は

仏
教
的
な
も
の

が

体

内
に

血

脈
相
承
し
た

と

言
え
る

。

そ
し
て
、

こ

の

宗
教
的
な

原
風
景
が

、

浅
草
寺
へ

の

信
仰
へ

と

継
承
さ

れ

る

の

で

あ
る

。

　
茂
吉
は

養
父

紀
一

の

浅
草
病
院
へ

寄
寓
す
る

が
、

す
ぐ
に

正

式
の

養
子

と

な
っ

た

わ

け
で

は

な
い

。

茂
吉
は

医
者
と
な
る

こ

と
が

、

そ

し
て

「

感

謝
せ

ら
れ

ざ
る

医
者
」

と

言
わ
れ

た

精
神
病
医
に

な
る

こ

と

が
宿
縁
で

あ

っ

た
。

茂
吉
自
ら

は
、

精
神
病
医
を

「

狂
人
守
」

と

呼
び
歌
に

詠
ん

だ
。

茂
吉
は

第

工
咼

等
学
校
を

卒
業
し

、

東
京
帝
国
大
学
医

科
大
学
へ

の

入
学

が

決
ま

り
、

一

九
〇

五

（
明
治
三
入）

年
七

月
に
、

漸
く
紀
一

の

次
女
て

る

子
の

婿
養
子
と

な
り

、

自
ら
の

居

場
所
が

確
保
で

き
た
の

で

あ
っ

た
。

そ
の

間
の

茂
吉
の

境
涯
を

慮
る

に

粒

粒
辛
苦
の

日

々

を

積
み
重
ね

た

の

で

あ
っ

た
。

　

上
京

後
、

茂
吉
は

東
京

府
開
成
尋
常
中

学
校
へ

編
入
学
し
た

。

茂
吉
が

は

じ
め
て

浅

草
寺
へ

詣
で

た
月
日
は

判
明
し

な
い

が
、

お
そ
ら
く
徒
歩
圏

内
で

あ
る

浅

草
寺
へ

す
ぐ
に

詣
で

た

と

考
え
る

の

が

自
然
で

あ
ろ

う
。

浅

草
寺
に

関
す
る

歌
の

初
出
は、

開
成
中

学
校
三

年
生
で

あ
っ

た

茂
吉
が

、

一

八
九
九
（
明
治
三

二
）

年
一

月
七

日
に

詣
で

た

時
の

歌
で

あ
り

、

台
湾

へ

出
征
中
で

あ
っ

た
次
兄

守
谷
富
太
郎
宛
書
簡
に

六

首
記
さ

れ

て

い

る
。

金

瓶
村
か
ら
上

京
し
た
茂
吉
に

と

っ

て
、

浅
草
は
ど
ん

な
に

刺
戟
的
で

魅

力
的
な
街
で

あ
っ

た

ろ

う
か

。

素
直
に

新

年
を
言
祝
い

だ
歌
で

、

と

く
に

秀
歌
で

も
な
い

が、

隅
田
川
が

あ
り

、

当
時
は
田

圃
も

残
っ

て

い

て
、

と

び

（

と
ん

び
）

が
生

息
し
て
、

凌
雲

閣
の

上

空
を
と
び
が

舞
っ

て
い

る
と

い

う
情
景
で

あ
る

。

浅
草
と

い

う
磁

場
に

老
若
男
女
が

引
き
寄
せ

ら

れ
る

の

は
、

金
龍
山
浅
草
寺
と
い

う
観
音
霊

場
と
い

う
信
仰
の

場
だ

け
で

は

な

く、

六

区
を

中
心
に

劇
場
や
後
に

は
映

画
館
が
林
立
す
る

歓
楽
街、

さ
ら

に

は

裏
に
は

玉
の

井、

吉
原
と
い

う
遊
里

（

悪
所）

を
控
え
た

場
で

あ
っ

た
か

ら

で

あ
る

。

同
年
五

月
に

は
、

浅

草
三

筋
町
か
ら

神
田
区
和
泉
町
の

東
都
病
院
へ

、

そ
し

て
一

九
〇
三

（
明

治
三

六
V

年
八
月
に

は

紀
一

が

創

設
し

た

赤
坂
区
青
山
南
町
に

偉

容
を
誇
る

青
山
脳
病
院
に

居
を

移
し

た
。

茂
吉
は

「

折
に

触
れ
」

て、

浅
草
を
題

材
と

し
た

歌
を
詠
み

、

巣
鴨

病
院
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